
 

 

 

ＮＰＯ法人不登校情報センター 

訪問サポート部門トカネット・代表藤原宏美 

下記の予約先 

E-mail／tokanet1998-lucky-chance@docomo.ne.jp （藤原）／ 090-4953-6033（藤原） 

 

■今月の無料個別相談日のお知らせ   （前日までの予約制） ２名様 

◆２月１５日（日）１３時～        ◆２月２４日（火）１３時～ 

（☆上記以外の日にちを希望されます場合は、予約制、通常ご相談料金３０００円です。） 

■トカネットの会(訪問サポート・トカネット代表・藤原宏美と語る会) 

◆２月２２日(日)１３時～１５時３０分 

『１９９８年に、不登校やひきこもりの人への『訪問サポート・トカネット』を立ち上げました。 

１７年間の経験をもとに、社会参加に必要な力は何か？ どうやって人や社会につなげてい

くかを話し、ご一緒に考えていきます。(詳細右記参照)』 

 

皆様こんにちは。毎日本当に寒いですね。 

不登校や、ひきこもりの初期の段階では、どうしたら子どもが学校へ行くようになるのでしょ

うか？ ちゃんと働いてほしい、せめて、バイトでも…、というご相談が多いです。 

家族の切なる願いだと思います。どういう言葉をかけたら親の気持ちを分かってくれるのでし

ょう…？ どこかに子どもを説得してくれる人はいないでしょうか…？ 

親の気持ちを何とか伝えたい。あなたのためだと、必死に伝えれば伝えるほど子どもは離れ

ていきます。 

この問題のテーマは「社会参加」です。社会参加というのは家族以外の人たちと関わっていく

という事です。 

自分を受けとめてくれる人が一人でもいれば「この自分でいいのだ」と思えます。それが家族

ならば、安心して家の中にいられます。 

家族以外の人から受け入れられたならば、なおさら自信がつきます。 それが、自己肯定感

につながります。自己肯定感があれば、人は外の世界に出て行く自信がつくのです。 

まずは孤立しないで、大丈夫な誰かとつながることができればと思います。 

 

ポラリス通信 
～不登校・ひきこもりの対応ニュース～ 

～２５号－２０１５年２月１日発行～ 

＊１０代、２０代、３０代以上の不登校・ひきこもりの方の社会参加を考える NPO 法人です。 

mailto:E-mail／tokanet1998-lucky-chance@docomo.ne.jp


子どもの自立と親子の依存関係（１） 

松田武己（不登校情報センター） 

 

 

あかちゃんは母体から出た胎児ともいわれ、親への完全な依存から人生をスタート

します。体が成長しハイハイし、よちよち歩きに、あかちゃん言葉を口にし、指差し

で気持ちを表わし始めます。母親への依存を通して依存から抜け出していくのです。 

保育園に行くようになると顔見知りができ、友達ができます。弟や妹が生まれると

また違った経験をします。家族や保育士・教師などの大人世界も横に見ることになり

ます。 

しばらくこの状態が続きますが、大きく変わるのは思春期を迎える小学校高学年あ

たりです。周りの人の中で自分を発見し「こんな自分でいい」という感覚をえて、自

立に向かいます。最後は親との関係で、都合よく「反抗期」がここにセットされます。

だいたい１７、８歳までつづきます。 

 

これは理想的なモデルとして描いた成長コースです。個人差は相当にあります。人

間ぐらい個体差の大きな生き物はいないそうです。通常はこういう過程を通して子ど

もは成長し、自立をたどります。 

この過程には親も関わります。あかちゃん時代にはすべて泣くことで表現します。

眠い、お腹がすいた、おしっこ、痛い…などの泣き声です。お母さんはこれを聞き分

けるというからすごいというかうまくできています。お母さんの生活はあかちゃんに

完全密着です。依存と問題視されることはありません。反対だと育児放棄になり、と

きにはあかちゃんの生死にかかわります。 

子どもの成長とともに、親はこの状態から解放されていきます。「手が離れていく」

といいます。ところが親にはこのタイミングや程度が自動的にわかるのではありませ

ん。子どもの側がそれなりの表現をするからです。そこを感じながら親も少しずつ「手

を離して」いくのです。 

ところがそうはなりにくい子どももいます。静かでおとなしい子どもの場合です。

不登校やひきこもりになりやすい感受性ゆたかな子どもはそういうタイプです。親の

気持ちを察知する感覚がすぐれていて、表現を抑え気味にします。 

小学校高学年や中学生になっても親子の関係が密着状態です。子どもの方では“そ

うじゃない”とか感じながらも親に上手く伝えることができないでいます。親はそこ

に気づかず「手を離して」いけません。“うちの子はこうでなくては”という思いが

残ってしまいます（逆に離れすぎや断絶になることもあります）。 

「甘い」とか過干渉などといわれることもありますが、思春期以前には問題はそう表

面化しません（保育園や低学年から登園・登校できない子もいますが）。 

そういうなかで親の思いを余すところなく子どもに定着させようとすることにな

る場合があります。思春期になると自分らしさと親の思いのズレを感じながら日々生

活を重ねます。 

 



 

 

問題は子どもの方から提起されます。不登校はその１つの表現です。きっかけ友達

との関係、勉強の遅れ、教師のことば、祖父母の死……親子の関係とは無縁と思える

ものがあります。親子のズレに関係するとばかりは言えません。 

ものわかりがいいと思っていた子ども、学級の中でリーダー的である子どもにも表

われます。周囲の子どもや人のことを大事にしていたのが、実は自分を抑えていた結

果がこのような形で表現されるのです。 

それまでは気持ちはその場で処理できたように見えます。言葉もその場をやり過ご

してきました。しかし、身体に蓄積された負担感を身体は処理できないのです。この

バランスをとれるようになるにはさらに成長が必要ですが、不登校やひきこもりとい

う対人関係が少なくなっている状態では、成長もまた制限されていきます（このあた

りは次回にします）。 

 

思春期とは子どもでもなければ大人でもない過渡的な時期です。これは通常の子ど

もの成長過程ではつきものです。子どもの親離れも親の子離れも中途半端な状態です。

親子ともにチャレンジの時代です。 

不登校や引きこもりになる子どもの場合は、この時期に親との関係における葛藤が

大きいと思えます。親の手のひらの上で演技する状態になる子どももいます。親の承

認を求めているように見えます。親がどうであろうと自分の道をすすむタイプとは違

います。 

親はここで子どもの自立を促すように求められるのです。いろいろな経過の中で曲

がりなりにもそうする親が多いのですが、そうできない親がいます。子どもの頼りな

さを自分でカバーしなくてはならないという気持ちになるのです。そう感じるのはあ

る意味で自然でもありますが、程度があります。 

子どもが自分から何かをしようとすると「あなたには似合わない」「もっといいこ

とを見つけなさい」「そんなことをして何になるの」…。そういう一方で「あなたが

頼りだから」などといって引き止めます。これは母親に表われることが多いです。 

父親にも子どもの自立は妨げる感情や動きをすることがあります。多いのは指示命

令型、君臨型です。家族内の一員なのに外部の第三者のように振る舞いやすいです。

親子断絶の典型になります。 

（次回は続きとして、どう対応するのかを書きます） 

 



 

●NPO 法人不登校情報センター 

●訪問サポート・トカネット 

 

【発行元】 ポラリス通信編集部 

〒132-0035 東京都江戸川区平井 3-23-5-101 

連絡先 

TEL／03-5875-3730／090-4953-6033（藤原） 

E-mail／tokanet1998-lucky-chance@docomo.ne.jp 

URL／http://www.futoko.info/tokanet/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎上記は、全て予約制です（連絡先は下記まで）。 

◎場所： NPO法人不登校情報センター（ＪＲ総武線「平井」駅南口・徒歩５分） 

◎地図は、下記のホームページ（URL）をご参照ください。 

（１）トカネットの会 (トカネット代表藤原宏美と語る会) 

★トカネット(不登校やひきこもりの人への訪問サポート(メンタルフ

レンド))を１９９８年に設立して、人と繋がる事、そして登校や就労を

含めた社会参加に向けて１７年取り組んできたトカネット代表と、お子

様の社会参加を一緒に考える会です。 ★一人からでも開催します。 

＊日時：２月２２日（日）、１３時～１５時３０分。 

＊参加費：一人 500 円。＊対象：10～30 代不登校・ひきこもりの人の親 

 ＊一人でも開催します！ 

 

（３）「大人のひきこもりを考える教室」 

 

＊日時：２月 ８日（日）、１３時～１５時。 

＊参加費：一人 500 円 

＊対象：30 代以上のひきこもりのご家族・経験者・学びたい人。 

 

◆今後のお知らせ 

（２）第２９回不登校・中退者の対応「ミニセミナー＆質疑応答の会」 

●何が子供におきているのか。●親が出来る事。●安心出来る人間関係を

作っていくこと。●モチベーション・自己肯定感を上げていくこと。●学校復

帰・バイト・友達づくりなどの社会参加につなげていくこと・・・など複数の専門

家と一緒に考えていきます。 

＊日時：２月２８日（土）、１３時～１６時。 

＊参加費：一人 500 円 

＊対象：１０代および２０代前半の子供の親 ・体験者 ・学びたい人 

 

 

 

 


